第1巻第7課

第７課　好きな場所
目標
	日本語学習目標
・学校の中の場所を紹介したり、好きな場所を紹介したりできる。　文化・人間関係目標

・好きな場を知ることを通して、友達との関係をつくる。

・日本の学校の施設について知る。

・世界の中学生の好きな学校の中の好きな場所に共感をしたり、興味を持ったりする。
	文字学習目標

・ひらがな3文字が読めて書ける。

・拗音を理解する。


トピック場面（主体场面）
●制作意図＆授業のヒント

・学校のいろいろな場所を紹介している場面を出しました。主題場面の1コマ目は学校を案内している様子です。巻頭の漫画にはないコマですが、このシーンがあったほうが流れが分かるため、主題場面に挿入しました。張は、音楽が好きなので音楽室は必ず美佳に紹介したいと思っています。この張の気持ちを学習活動につなげましょう。
問いかけの例

○3人は何をしていますか。今、どこにいますか。

○どうして張は美佳を音楽室に案内しましたか。

○張は音楽室が好きだと思いますか。どうしてですか。
○あなたが新しい友達を連れて学校を案内するなら、どこに連れて行きますか。
それはどうしてですか。
●補足説明

なし

学習活動（学习活动）
好きな場所
	活動のねらい

	・学校の中の場所について、そこがどこか紹介することができる。

・学校の中で自分が（一番）好きな場所を言ったり、書いたりすることができる。

・相手に学校の中で好きな場所を聞くことができる。

・ふりがなを利用して、日本の学校の中の場所の名前を読むことができる。

	技能
	言語材料

	聞く話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	●
	●
	ここは音楽室です。
どこが好きですか。／－音楽室が好きです。

音楽室が一番好きです。
	1階、2階、体育館、技術室、
トイレ、玄関、保健室、職員室、
教室、被服室、校庭、音楽室、
理科室、コンピューター室、
美術室、図書室、プール、
一番、どこ


●活動内容

・美佳の日本の中学校の校内図と写真を見て、どんな場所か、自分の学校にもあるかどうかを話します。
・美佳が日本の中学校の写真を見せながら、学校を紹介しています。どこを紹介しているのか、学校の地図から探します。

・学校の中で、自分の好きな場所について、写真を貼ったり絵を描いたりします。そして、お互いの好きな場所についてペアで話したり、クラスで発表したりします。

●制作意図＆授業のヒント
・自分の好きな場所をほかの人に伝えたり、同じ場所が好きな人を知ることを通して、その人に共感を覚えたり、その人との関係作りを一歩進められるようにと考えました。

・実際に友達をつれて、校内の自分の好きなところを案内してもいいでしょう。

●補足説明

・美佳の日本の中学校の場所の説明

P97左上から
(1)体育館

(2)技術室：技術の授業のときに使います。

(3)トイレ：P98で説明

(4)玄関　：ここで靴を脱いで、上履きに履き替えて校舎に入ります。

(5)保健室：体調が悪いときにここで簡単な処置を受けたり、休んだりすることができます。

(6)職員室：先生たちが授業の準備をしたり、会議を開いたりします。

(7)調理室：家庭科の授業のときに使います。調理に必要な器具はそろっています。

(8)プール：P99で説明

(9)校庭　：ここで体育の授業をしたり、クラブ活動をしたり、全校集会をしたりします。
(10)教室　：P99で説明

(11)被服室：家庭科の授業のときに使います。縫い物をするのに便利な大きい机とミシンなどがあります。

P98左上から

(1)音楽室：P99で説明

(2)理科室：ここで理科の実験をします。実験に使う器具や薬品があります。

(3)コンピューター室：情報や総合的な学習の時間の授業などで使います。
(4)美術室：美術の授業の時に使います。

(5)トイレ：写真の左は女子トイレです。洋式と和式があります。写真の右は男子トイレです。

(6)図書室：本がたくさんあり、借りることができます。
P99上から

(1)プール：日本の学校では、体育に水泳の授業があり、学校にプールがあります。25メートルプールが多いです。

(2) 勉強するところです。生徒たちは一日の大半をここで過ごします。

(3)音楽室：音楽の授業やクラブ活動で使います。さまざまな楽器があります。
コラム（专栏）
わたしの好きな場所
	目標

	・世界の中学生の好きな学校の中の好きな場所に共感をしたり、興味を持ったりする。


●制作意図

・写真を使って、世界の中学生が学校の中で好きな場所を提示しました。自分たちとの共通点や相違点をみつけ、同世代の中学生として国を超えて共感できるものがあることを伝えようとしています。また、好きな場所には個性が出るものです。なぜその場所が好きなのかを知ること、想像することによって、相手のことをさらに一歩深く知ることができることを伝えようとしています。
●授業のヒント

1．写真だけを見て、世界の中学生がどこを紹介しているのかを考えます。そのあと、キャプションも見て、なぜ好きなのかを確認します。
2．好きな場所に関して、世界の中学生と自分との共通点相違点を話します。

3．世界の中学生の学校と自分の学校との共通点相違点を話します。

4．自分の学校にこんな場所があればいいと思う場所を考えて話します。

・素材集CDに写真が入っていますので、写真だけ見せることもできます。

・世界の中学生それぞれの好きなことやできることを思い出しながら、学校内の好きな場所についての情報を読みとることできます。そうすることで、なぜその場所が好きなのかの理由が、より深くわかったり、あるいはその中学生の興味関心の幅広さを知ったりすることができるでしょう。

●補足説明

なし
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・学習活動で扱ったことを、振り返ったり、確認したりします。

●補足説明

参考解答　金：図書室が好き。
朴：コンピューター室が好き。

王：校庭が一番好き。
日本語広場（日语广场）
日本の伝統的なカードゲーム
	目標

	・カルタを通して、ひらがなを聞いてわかるようになったり、文字をみてわかるようになったりする。


●制作意図

・日本の伝統的な遊び、カルタを知ることと、カルタの遊び方を利用して、ひらがなを楽しく復習しようと考えました。

●授業のヒント

・簡単な「ひらがなカルタ」を作って遊びましょう。

1．白い紙を用意する。

例:ひらがな全部を使って遊ぶ場合　1グループ→読み札46枚、取り札46枚
2．紙を配り、1文字について2枚に文字を書く。

　　　　　　　読み札　　　　取り札　　　

3．3人以上のグループをつくり、輪になって座る。机の上に取り札をばらばらに置く。そのとき、取り札の表（文字が書いてあるほう）を上に向ける。

4．読み札を読む人を一人決める。読み札を１つの山にして、読み札を読む人が持つ。
5．読み札を読む人が、札に書いてある文字を読む。ほかの人はそれを聞いて、その文字が書いてある取り札を取る。2人以上同時だった場合はじゃんけんをする。取り札（読み札）がなくなるまでやる。
6．取り札をいちばんたくさんとることができたグループが勝ち。
●補足説明

・百人一首についての説明は下のホームページ（中国語）を参照してください。
http://zh.wikipedia.org/w/index.php?title=%E7%99%BE%E4%BA%BA%E4%B8%80%E9%A6%96&variant=zh-cn
ひらがな（平假名）
	目標

	・ひらがな3文字が読めて書ける。

・拗音を理解する。


●制作意図＆授業のヒント

・ひらがなの成り立ちの漢字とひらがなを組みあせる活動は、生徒の想像力を発揮させるようにしましょう。

・第7課で扱う3文字を習った後、読めたり書けるようになる表現：

　　　ここは[おんがくしつ]（です）。
　　　どこがすき（ですか）。／－[おんがくしつ]がすき（です）。

[おんがくしつ]がいちばんすき（です）。

・付録の五十音図1、2も利用しながら授業ができます。五十音図1の連想法ひらがなは、ほかのアイデアを生徒に考えさせることもできます。
●補足説明

・参考解答
　　や→也　ゆ→由　よ→与
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